
福
永
―
―
U
R
都
市
機
構
西
日
本
支
社
の
事

業
内
容
は
、
大
き
く
分
け
て
「
都
市
再
生
事

業
」「
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
管
理
・
活
用
」

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
」
の
3
本
柱
と
な
り

ま
す
。
近
畿
一
円
か
ら
四
国
、
山
口
県
を
除

く
中
国
地
方
ま
で
の
広
い
エ
リ
ア
を
担
当

し
、
多
岐
に
渡
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
お
か
げ
さ
ま
で
行
政
や
経
済
界
、
学
界

等
の
各
界
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
頂
い

て
い
る
と
い
う
の
が
、
私
の
実
感
で
す
。

高
橋
―
―
都
市
再
生
事
業
で
は
今
、「
大
阪

駅
北
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
阪
市
北
区
）
」
や

「
淀
屋
橋
地
区
の
市
街
地
再
開
発
事
業
（
大
阪

市
中
央
区
）
」、
堂
島
川
沿
い
の
「
ほ
た
る
ま
ち

（
大
阪
市
福
島
区
）
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

「
U
R
都
市
機
構
が
大
阪
の
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。
特
に
大
阪
駅
北

地
区
は
前
評
判
が
高
い
の
で
、
ど
ん
な
街
に

な
る
の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

福
永
―
―
大
阪
駅
北
地
区
は
都
心
に
残
さ
れ

た
最
後
の
一
等
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都

市
再
生
の
起
爆
剤
と
し
て
、
期
待
が
大
き
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
た
だ
、
ま
ち
づ
く
り

そ
の
も
の
は
行
政
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
建

物
整
備
は
民
間
企
業
が
行
う
の
が
基
本
で

す
。
U
R
都
市
機
構
は
土
地
区
画
整
理
事
業

の
施
行
者
と
い
う
立
場
と
、
都
市
再
生
事
業

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
つ
ま
り
都
市
再
生

に
民
間
を
誘
導
す
る
立
場
と
い
う
二
つ
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
2
月
に
は
都
市
再
生

街に活気を―官・民の架け橋―
西日本支社が取り組むまちづくり

高橋叡子 たかはし えいこ福永清 ふくなが きよし

独立行政法人都市再生機構理事・西日本支社長。昭和45年3月静岡大学人文学
部法経学科卒業。46年4月、日本住宅公団（現・独立行政法人都市再生機構）へ
入社。以後、募集販売本部長、監事を経て、平成19年6月、理事・西日本支社長に
就任。

生活文化評論家・川崎医療福祉大学客員教授・NPO法人大阪国際文化協会（OIC）理事
長・大阪府都市整備推進センター理事。国土庁国土審議会近畿整備圏特別委員会委員等
多くの公職を歴任し、現在、大阪府環境審議会委員、吹田操車場跡地まちづくりアイデ
ア募集コンペ審査委員等を務める。NPOはアルビス旭ヶ丘団地集会所において、大阪
府豊中市のつどいの広場事業として「あっぷるはうす」を運営。

都
市
再
生
を
通
じ
て

も
っ
と
元
気
な
街
へ
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大阪駅の北側に広がる「大阪駅北地区」の都市再生事業のスタート、堂島川沿いに登場した「ほたるまち」、

オフィス街に商業施設で賑わいを加えた「淀屋橋地区」等、西日本支社のまちづくりが形を見せてきました。今回は、

「西日本支社が取り組むまちづくり」をテーマに、理事・西日本支社長福永が高橋叡子さんをお迎えして対談を行いました。
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西日本支社が取り組むまちづくり
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都 市 再 生
時代のニーズをとらえた
都市再生プロデュース

ストック
再生・再編

公・民の強力タッグで ハード
ソフトともに充実した環境へ

産・学・官の連携で
新文化・文明を創造する都市

ニュータウン
事業
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奇跡の星に住むということ
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建築家の夢
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「お家芸」に期待します
ますますの賑わいと活気を
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独立行政法人都市再生機構理事・西日本支社長

生活文化評論家 川崎医療福祉大学客員教授 NPO法人大阪国際文化協会理事長
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